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キュラディムファーマへの支援決定の撤回について 

 

 株式会社 INCJ（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：勝又幹英、以下「INCJ」）は、 
難治性疾患に対する新薬開発を行う、株式会社キュラディムファーマ（本社：東京都千代

田区、代表取締役社長：内ケ﨑哲、以下「キュラディムファーマ」）が解散決議を行い、旧

産業競争力強化法（平成 25 年法律第 98 号）に定める特定事業活動を行わなくなったた

め、同社への支援決定を撤回しました*。 

＊株式会社 INCJ は、旧株式会社産業革新機構から新設分割後も、分割に関する経済産業大臣認可の条件等に基づき、旧産業

競争力強化法と同趣旨の枠組みの下で運営されています。 

 
株式会社キュラディムファーマについて 

設立  ：2016 年 6 月 

所在地  ：東京都千代田区 

代表者  ：代表取締役社長 内ケ﨑 哲 

事業内容     ：医薬品の研究開発  

URL  ：http://curadim.co.jp/ 

 

 

株式会社 INCJについて 

株式会社 INCJ は、2018 年 9 月、既存の官民ファンドである株式会社産業革新機構から新設分

割する形で発足しました。産業革新機構は、2009年 7月、産業や組織の壁を越えて、オープン

イノベーションにより次世代の国富を担う産業を育成・創出することを目的に設立されました

が、根拠法である産業競争力強化法の改正法の施行に伴い、同機構は株式会社産業革新投資機

構に商号変更し、新たな活動を開始しました。株式会社 INCJ は、産業革新機構の事業を引き継

ぐ形で、既投資先の Value up 活動や追加投資、マイルストーン投資、EXIT に向けた活動を主

要業務として、2025 年 3月末まで投資活動を行っていきます。  

URL：http://www.incj.co.jp/ 

  

http://www.incj.co.jp/


【別紙】 
 

１． 対象会社 
・事業者名：株式会社キュラディムファーマ 
・設立  ：2016 年 6 月 
・所在地 ：東京都千代田区 
・代表者 ：代表取締役社長 内ケ﨑 哲 
・事業内容：医薬品の研究開発 

 

２． 支援決定内容 
・支援決定金額 ：22 億円（上限） 
・実投資額   ：19 億円  
・これまでの支援決定内容 

‐支援決定公表日：2016 年 8 月 4 日、支援決定金額：10 億円（上限）、実投資額：10 億円

プレスリリース： 
「難治性疾患を治療する新薬の開発を行う 新会社キュラディムファーマへの出資／候補物 
質ライセンスを決定」 
https://www.incj.co.jp/newsroom/assets/1473224668.01.pdf 

‐追加支援決定公表日：2018 年 6 月 4 日、支援決定金額：12 億円（上限）、実投資額：9
億円 

 プレスリリース： 
「難治性疾患に対する新薬を開発する、パイプライン型創薬ベンチャー 株式会社キュラデ

ィムファーマへの追加出資について」 
https://www.incj.co.jp/newsroom/PressRelease_INCJ_Curadim_20180604.pdf 

 

３． 経緯 
（1） 出資の経緯 
 国内製薬会社には、医薬品として有望な創薬シーズであるにもかかわらず、事業戦略の見

直しや、アーリーステージにおける開発リスクの大きさから開発を中断せざるを得ず、そ

の結果として、それらシーズが企業内に眠ったままの事例が散見される。 
 キュラディムファーマは、このような創薬シーズを国内製薬会社からスピンアウトさせ、

アーリーステージからの新薬開発を目指して 2016 年 6 月に設立された創薬ベンチャーで、

「日本に眠る創薬シーズの発掘」と「難治性疾患の新薬開発」をミッションとしている。 
 INCJ は、キュラディムファーマの事業を通して、アンメットメディカルニーズの高い免疫

領域の治療に貢献し、また、製薬会社およびバイオベンチャーが協働して新薬開発を推進

する新たなビジネスモデルの創出を期待して、2016 年 8 月に 10 億円を上限とする出資を

決定し、同額を出資した。 
 

（2） 事業の進捗 
 キュラディムファーマは、第 1 パイプラインとして Meiji Seika ファルマ株式会社から多

https://www.incj.co.jp/newsroom/assets/1473224668.01.pdf
https://www.incj.co.jp/newsroom/PressRelease_INCJ_Curadim_20180604.pdf


発性硬化症の治療薬候補化合物（開発コード：CP1050）を導入し、その後、第 2 パイプラ

インとして宇部興産株式会社から特発性肺線維症の治療薬候補化合物（開発コード：

CP2090）を導入した。 
 CP1050 は、順調に非臨床試験を進め、第Ⅰ相臨床試験を開始するにあたり、2018 年 6 月

に INCJ は 12 億円を上限とする追加出資を決定し、うち 9 億円の出資を行った。しかしな

がら、同臨床試験において、既存薬を上回る期待していた安全性が得られず、適応症を変

更して開発する可能性を探ったが有効性が示されなかったため、2019 年 1 月に CP1050 の

開発中止を決定するに至った。 
 

（3） Exit の経緯・内容 
 当初の事業計画では、CP1050 の臨床 POC を取得するとともに、CP2090 の臨床試験を進

めることで IPO 要件の充足を目指していたが、CP1050 の開発中止を受けて、同事業計画

の再考を余儀なくされた。検討を重ねた結果、設立時の目的を達成するまでの事業継続は

困難と判断し、9 月 30 日の臨時株主総会にて同社を解散する決議を行った。 
 同決議に伴い、INCJ はキュラディムファーマへの支援を撤回することとなった。国内製薬

会社からのスピンアウトベンチャーのモデルケースには至らなかったものの、新たなビジ

ネスモデル創出の流れに一定程度貢献できたと判断している。 
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